
事業の推進を担当された教育委員会の佐藤事務局長と美里中学校の佐藤校長先生に聞きました。
I N T E R V I E W

佐藤 勇寿氏（右）
さ とう ゆう じ

美里町立美里中学校
校長

佐藤 功太郎氏（左）
さ とう こう た ろう

美里町 教育委員会 事務局長
兼 教育総務課長 兼 地域学校連携室長

民間のノウハウを活用し
町の思いをカタチに
　美里町は平成18年、小牛田町と南郷町
の２町が新設合併して生まれた町です。町
内には中学校が3校ありましたが、将来の
生徒数の減少と築50年以上が経つ中学校
の経年劣化を受け、3中学校の統合を検
討。先進的かつ多様な学びを提供し、地
域の教育のシンボルとなる新中学校の整
備を進めました。
　平成30年には、学校教育環境整備室を
設置。しかし人口約22,000人ほどの小さ
な町で将来を見据えて先進的かつ持続的
な学校を整備するためには、構想や設計
段階から民間の豊富なノウハウやアイデア
を積極的に活用することが重要と考え、
PFI方式の導入に至りました。大和リース
さんを代表企業とするグループの提案は、
地元企業と連携の上、町の思いに応える
工夫が盛り込まれたものでした。

好奇心や学習意欲を促進し
能動的に授業に取り組める
　完成した美里中学校は、大崎耕土の豊
かな自然に溶け込み、周囲の田園風景や
街並みを一望できます。教室や図書室・ア
リーナ・みさとひろばなどが機能的に配置
されていて、明るく開放的。新たな学びの
空間は、生徒たちの活動やコミュニケー
ションにも良い影響を与えています。教職
員としても、特別教室が充実したことで指
導の幅が広がり、授業計画が立てやすくな
りました。
　また、「地域に開かれた学校」として設計
されている点も大きな特徴。学校のプライ
バシーに関わる部分を確保しつつ、住民も
活用しやすい動線などの工夫がされていま
す。内覧会に訪れた住民からも、従来の

学校とは違う明るい雰囲気に好印象を持っ
たという声が多く聞かれました。

地域交流で「まち」も
「ひと」も成長する場に
　新しい校舎は「まちライブラリー」の運営
や地域学校連携室を設置するなど、まちづ
くりの役割も担っています。地域住民が学
校に関心を持ち、気軽に足を運んでもらう
ことで、生徒たちとの交流が深まり、共に
成長できる場にしたいと考えています。ま
た、学校が情報発信の拠点となることで、
多様な世代の人々が一体となって学校づく
りを進め、まち全体の活性化に繋げていき
たいというビジョンがあります。
　今回の事業では、大和リースさんには設

「ひと」と「まち」が共に成長する拠点が誕生しました

各教科ごとに特色を持たせた特別教室。

バスを待つ間にも生徒間の交流が生まれます。

自然採光や通風など、自然の恵みを最大限活用できる校舎。

計から施工までトータルにマネジメントして
いただきました。しかし、PFI事業は学校
をつくって終わりだとは考えていません。こ
れからは美里町の未来を共につくるパート
ナーとしてご協力いただけることを期待し
ています。この町の5年後、10年後の成
長が楽しみです。

❶安全性と快適性、オープンな
　広がりを両立させた施設計画

❸大崎耕土の景観に調和する
　伸びやかな外観デザイン

❷地域とのつながりが生まれる
　共創の空間づくり

! 提案のカギ

ステンドグラス調の菱型窓が印象的な「ひしのみホール（音楽室）」
は金池小学校のシンボル。

空調設備の整った「アリーナ（屋内運動場）」は一般にも
開放され、地域のスポーツクラブの練習場所としても活用。

大分市の中心部に位置する金池町に、小学校・認定こども園・児童育成クラブの
3つの機能を備えた大分市立金池小学校が、約3年間の建て替え期間を経て2023年
11月に完成。本事業において当社は、公民連携のPFI方式により校舎やグラウンド
を一体的に整備しました。歴史と伝統を受け継ぎながら、子どもたちの健やか
な学びと地域コミュニティの活性化に貢献しています。

■所在地：大分県大分市金池町
■敷地面積：19,360㎡
■延床面積：12,767㎡
■構造：鉄骨造4階建
■事業方式：PFI事業／BTO方式
■事業期間：15年間

DATA

大分市立金池小学校
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大
分
市

大分金池パートナーズ株式会社（SPC）

事業契約
代表企業 大和リース株式会社
構成企業

協力企業

・株式会社佐伯建設
・平倉建設株式会社
・大分エージェンシー株式会社
・東九州設計工務株式会社

事
業
ス
キ
ー
ム

大分市立金池小学校840名の児童が在籍する地域を代表する小学校。明るく開放的な
校舎は、のびのび活動できるゆとりある設計が魅力。

児童育成クラブ
児童の入退室はタブレット端末で管理し安全を確保。整備前と
比べ、約4倍にあたる200名の児童が受け入れ可能に。

廊下側の壁は下半分がスモークガラスになっており、
児童との壁をなくしつつプライバシーにも配慮。

2階まで吹き抜けになった風通しのよいエントランス。
光庭から入る光が児童や来校者を明るく迎える。

光庭に面して明るく広々とした廊下には相談スペース
を設置。自然なコミュニケーションが生まれます。

職員室 共用スペース（2階職員室前） 1階エントランスホール
校舎の近くに遊具エリアを設けることで、グラウンドと
分けてのびのび遊べる動線に。

UD黒板やプロジェクター、タブレット端末置き場を備
え、ICT教育に対応。L字型ロッカーで収納にゆとりも。

壁面やサインに各階のテーマカラー（２階：銀杏、3階：
槙、4階：藤）を配した明るい雰囲気。

遊具

放課後には多くの児童でにぎわい、学年を越えた交流が生まれている。

廊下・踊り場 普通教室

園児たちがのびのび遊べる広い廊下。職員室が建物
の中央に配置され、職員の目が行き届きやすく安心。

日当たりの良い園庭は小学校の校門や車両導線と交
錯しない位置にあり、安全に遊べる。

中央のツリー型本棚はソフトクッション製。乳幼児の
ワクワクする気持ちを育みつつ、安全性も確保。

廊下 図書コーナー 園庭

子どもたちの成長を支える３つの機能が複合

小学校 認定こども園 児童育成クラブ

認定こども園
0～5歳児までを受け入れる幼保連携型の認定こども園。小学生が清掃に来るなど、
相互交流も推進している。

各保育室は園庭のあ
る南側のテラスでつ
ながり、年齢の異なる
乳幼児が共生できる
空間に。

保育室

1F

1F

2F 4F～

小学校

認定こども園

児童育成クラブ

グラウンド

園庭

東門

西門

駐輪場

駐輪場

小学校
駐車場

こども園
駐車場

北門

光庭
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質の高い教育環境

児童と先生にとどまらず、教職員同士が相談できるス
ペースを各階の中央に設け、相互連携を促進。コピー
機もあり、時間の有効活用にもつながる。

給食調理室が隣接した家庭科室からは調理ス
タッフの様子が観察できて、子どもたちの食育
に貢献。

教師コーナー 家庭科室

遮音性と音環境にこだわった音楽室。
楽器の幅や高さにあわせて収納棚を
オーダーメイドした準備室が隣接して
いる。

ひしのみホール（音楽室）
入口の一角には研究発表やグループ
学習可能な多目的スペースと専用備
品を整備。上靴を脱いでゆったり読書
ができるコーナーも。

メディアホール（図書館）

可動式の間仕切りを開くと多目的スペースとつながる大空間に。学
年全員での集会などにも柔軟に使える。

少人数教室

放課後には地域のサッカークラブな
どの活動にも使われることも。

グラウンド
さまざまな地域活動に使えるコミュニ
ティスペースを校舎内に設け、児童と
地域の交流の場としても活用が可能。

かないけ共育BASE

地域のスポーツクラブの練習
場にもなるアリーナ。一般利用
者専用の出入口があり、小学校
と区分けして使用できる。

アリーナ（屋内運動場）

小学校と認定こども園の間に光庭（中庭）を設け、ガラス越しに遊戯室とエントランスホールが向き合う配
置に。日常から子ども同士の視線の交流を生み出す工夫のひとつ。

光庭（ひかりにわ）

子どもたちの遊び場だけでなく、地域の人や保護者なども
行き交う開放的なエントランス。

ひしのみコリドー

事業の推進を担当された教育委員会の澤村さんと金池小学校の安藤校長先生に聞きました。
I N T E R V I E W

子どもたちの交流が活発化
愛着を育む工夫も随所に
　近年、大分駅周辺は開発が進んでおり、
金池小学校はその徒歩圏内にあります。今
回の事業の最大の要因は校舎群の老朽化
でしたが、グラウンドの狭さや児童数の増
加を見据えた教室数の確保も課題でした。
　今回の提案で魅力に感じたのは、市内
の企業を中心とした業務遂行体制や、子ど
もたちに寄り添い設計された校舎、地域に
なじむデザイン性の高さです。3階から上
をセットバックして景観に圧迫感を与えな

い工夫や、大分市にあった府内城の色調
を取り入れたり、本校を象徴する菱形をシ
ンボルとして随所に用いるなど、地域や児
童らに親しみを持ってもらうための工夫に
好感を持ちました。
　校舎の特徴としては、ガラス面を広く
取って自然光を活かしている点。中でも
小学校と認定こども園の間にある「光庭」
は園児と児童の視線による交流を促し、
“いつも近くにいる感じ”が楽しさや安心感
につながっています。

多世代とつながる接点が多く
コミュニケーションが生まれる
　提案を受けて各階に新設した教師コー
ナーは、相談しやすい雰囲気づくりに生か
されていて、以前より児童とふれあう時間
が増えたと教職員からも好評です。大分市
の公立学校として初めて体育館に空調を導
入したことも児童や利用者から喜ばれてお
り、熱中症が危ぶまれる季節でも思いっき
り体を動かせる環境を提供できていると感

教育環境・機能性・コミュニケーション。
地域の先駆け的な存在で、多様な成長を育む

昔、金池小のある場所は沼地でひしの実がとれてい
たことから校章も菱形に。その形は校内のさまざま
な場所で使われており、探す楽しさもある。

じています。体育館やグラウンドのほか、「か
ないけ共育BASE」や「地域交流室」は地域
住民へも開放し、地域の公民館的な場所
として広く活用されるようになりました。
　３つの機能が一体化しているとはいえ、
活動するエリアや導線は区分されているの
で、セキュリティ面での安心感も。5年生
は週4回こども園に掃除を手伝いに行くな
ど、お互いの存在が近くに感じられること
も心の成長につながっていると思います。

維持管理における安心感
未来へ向けた地域の拠点に
　今回、PFI方式により窓口が一本化され
ていることで情報共有のスムーズさを実感
しました。例えば建設企業と設計企業が異
なる場合、変更点の確認にも時間を要しま
すが、この方式だと解決までがスピーディ。
こちらの要望や変更内容が各社で共有され
ており、民間事業者内の風通しのよさも感
じました。長期間にわたる工事においても、
地域住民への丁寧な対応や、工事車両と
児童の動線を分け安全性を徹底するなど、
細部へ配慮していただきました。
　学校は勉強するだけの場所ではなく、あ
らゆる多様性にふれながら、地域への帰属
意識や心を育てる場所であってほしいと思
います。金池小学校の校歌に「第一」とい
うフレーズがあるのですが、ここが地域の
先駆け的な存在となり、利用するすべての
人にとって使いやすく、誇りを持てる施設
を目指して、民間のノウハウを生かした維
持管理に今後も期待しています。

❶PFIによる窓口の一本化で
　スムーズかつスピーディな対応

❸歴史と伝統を受け継ぐデザイン
　による愛着の醸成

❷児童や地域に親しまれる
　機能性と安全性を備えた校舎

! 提案のカギ

澤村 健太氏（左）
さわ むら けん た
大分市教育委員会 学校施設課 主任

安藤 稔氏（右）
あん どう みのる
大分市立金池小学校 校長

＋α
の知見 PFI事業で新たな価値を。専門部署がトータルにサポート

豊富な実績に基づくノウハウで、課題解決に貢献

38件※ ※32社

フレキシブルな設計により
多様な学びに対応。

地域をつなぐ交流
コミュニティの拠点として
住民にも開かれた場所へ。

つながりを生み出す工夫
年齢の異なる存在を
そばに感じる楽しさと安心感。

SPC代表企業数（累計）PFI実績数

※2025年5月末現在 （2024年度PFI年鑑より）

公共施設の整備や運営に民間の力を活用するPFI（Private Finance 
Initiative）。当社は独自のノウハウを集約した専門部署「民間活力研
究所」を設置して、事業化や運営をトータルにサポートしています。

●VFM（Value For Money）の最大化
●民間からの公共サービスの調達
●官民の適切なリスクの分担

4位

選定代表企業ランキング
当社のPFI事業
についてはこちら
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